2020/3/27現在
2020-21年度　国際ロータリー第2680地区活動方針

■ガバナー運営・活動方針■
　「ロータリーの魅力を語り、伝えよう」
　　　～次の100年に向け、ロータリーの心と原点を求めて～

地区運営方針並びに重点目標　
1 [bookmark: _GoBack]グループフェスタを実施し、地域に機会の扉を開き、公共イメージ向上に努め、会員増強に結び付ける。
2 ポリオ根絶のために、10月のポリオデーに合わせた行事・イベントを開催する。（より大きなインパクトをもたらす）また、ロータリーカードの普及を推進する。
3 インターアクトクラブ、ローターアクトクラブを立ち上げ、参加者の基盤を広げ、合わせて青少年の育成にも貢献する。（参加者の基盤を広げる）
4 会員の維持、増強を行う。（参加者の積極的なかかわりを促す）
5 各クラブのビジョン、戦略計画の作成を推奨する。（適応力を高める）
6 ロータリー賞を目指す。
7 各種研修の充実により、ロータリーの魅力発見につなげる。
8 研修にRLI手法の導入を勧める。
9 例会を充実させる。（マンネリ打破）
10 ＜多様性＞＜柔軟性＞に対する関心、理解を深め、細則に明記する。
11 My ROTARY＜登録＞から＜活用＞へ。
12 地区委員会に女性を少なくとも１名委嘱する。
13 他クラブへの訪問を推奨する。
14 AI技術を駆使したオンライン会議・テレワークを可能とする環境整備の充実を検討する。

■クラブ会長の活動■（ガバナー補佐と共有）
1 ロータリー賞を目指そう（クラブセントラルに入力）。
2 定款・細則の改定完了を確認する。
3 下記諸点を推奨する。
· 会員増強の数値目標の設定と達成
· 職業分類の定期的見直し
· 理事会で進捗状況の把握
· ビジョン、戦略計画の作成
· 新人研修を含むクラブでの研修態勢
· 職業奉仕・職業倫理の研修態勢
· 危機管理機能
· 「多様性」「柔軟性」を生かしたクラブの活性化（例会回数・メークアップ期間etc）
· クラブの強み・弱み・悩みの分析
· ホームページの充実（日々の更新も心掛けて）
· 他クラブへの訪問
· 自クラブの歴史を学ぶ

■ガバナー補佐の活動■
1 地区の関係委員会と連携し、また各グループのクラブと一体となり、グループのニーズに合った、「グループフェスタ」を開催し、公共イメージ向上、会員増強に結び付ける。
2 グループ内のクラブを年間4回以上訪問し、クラブの現状を把握し、下記諸点の推進を支援する。
· ビジョン、戦略計画の作成
· 新人研修機能
· 職業奉仕・職業倫理研修機能
· 危機管理機能
· 「多様性」「柔軟性」を生かしたクラブの活性化
3 クラブ会長が目標を設定して、ロータリークラブセントラルに入力し、ロータリー賞獲得を目指し、その目標を達成できるよう支援する。
4 地区の各委員会と連携し、各種セミナーや地区大会、さらに国際大会に多数の会員が参加するよう要請する。
5 将来の地区リーダーを探し、その育成を援助する。
6 できるだけ多くのIM参加、グループ以外のクラブ訪問を通じ交流を深め、他の学ぶべき点を自グループ、クラブに紹介し、お互いのレベルアップを図る。

■地区委員会の活動■
全委員会共通
1 委員会相互間およびガバナー補佐、クラブ会長幹事との情報交換を密にし、積極的に、効率的、効果的な委員会活動を行う。
2 ガバナー補佐主導のグループフェスタを適宜支援する。
3 ガバナー事務所と連携し、お互いの省力化、効率化を目指す。
4 12月6日（日）の「ロータリー研修デー」には適宜連絡し、効率を高め、効果あるものとする。12月では旬を外す委員会は独自日程で開催する。
5 将来のリーダーの育成研修を実施する。

研修委員会
＜研修小委員会＞
1 地区チーム研修セミナー、PETS、地区研修・協議会の計画で、ガバナーエレクトを援助する。
2 新会員及び会員向け職業倫理研修において、会員維持増強委員会、クラブ管理運営委員会、職業奉仕・職業倫理小委員会、RLI小委員会からの要請に応じて側面支援する。

＜RLI小委員会＞
1 RLI研修により、ファシリテーターを育成する。
2 それにより、地区、グループ、クラブが開催するセミナーを、受け身でなく参加型とし、会員の意識能力向上をはかり、ロータリーを活性化する。

＜職業奉仕・職業倫理小委員会＞
1 職業奉仕の基本理念が、広く会員に理解されるよう効果的なセミナーを開催する。新会員含め全ての会員がロータリーの魅力を語れるように、また、出前講座を意識し、多地域で開催をする。
2 地区推奨職業分類表をアップデートし、地区の実情に沿った会員基盤を築くよう奨励する。
3 職業奉仕月間（1月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

戦略計画委員会
1 クラブ管理運営委員会の要請に応じ、地区のビジョン、戦略計画を広く周知する。
2 クラブ管理運営委員会、ガバナー補佐と連携し、クラブのビジョン、戦略計画の作成を支援する。

規定審議委員会
1 2020年決議審議会への対応と2022年規定審議会の準備を行う。
2 クラブの「多様性」「柔軟性」に対する認識向上を支援する。

危機管理委員会
1 地区およびクラブでの危機管理事案に速やかに対応する。
2 クラブの危機管理に対する認識向上を支援する。


クラブ管理運営委員会
1 クラブをサポートし、クラブの活性化を図る。
· ビジョン、戦略計画の立案
· 新人研修
· 職業奉仕・職業倫理の研修
· 危機管理委員会の設立
· 多様性、柔軟性に対応
2 例会の充実の再確認（新会員をがっかりさせないように）
3 My ROTARY＜登録＞から＜活用＞へ。
4 出席率の算出方法の統一を検討する。
5 ロータリー研修デーにおいて効果的なセミナーを実施する。
6 セミナーのポイントを次の例会で報告するよう推奨する。

会員維持増強委員会
1 会員増強に向け効果的なセミナーを実施する。
2 グループフェスタを起爆剤に、会員増強に努める。
3 「ロータリーの魅力」「いろは」についてのセミナーを実施し、各クラブに適切な新人研修を促す。
4 クラブからの退会者報告書に、退会理由の明記を要請、傾向を掴み今後に活かす。
5 新会員の同期会結成を継続する。
6 会員増強・新クラブ結成推進月間（8月）におけるクラブの関連プログラムに積極的に協力する。
7 年間71名純増、5年継続で3,000名回復を目指す。

公共イメージ委員会
1 グループフェスタを通して、公共イメージと認知度の向上を目指す。
2 公式ロゴマークの正しい使い方を推奨する（ブランドリソースセンターで確認）。
3 ロータリー研修デーにおいて効率的なセミナーを実施する。
4 ホームページ更新を促す（貼紙からの脱皮）。

社会奉仕委員会
＜社会奉仕小委員会＞
1 グループフェスタを支援する。
2 地区補助金の申請が円滑に行えるように、クラブ、グループを支援する。
3 発達障害理解のための講演会を実施する。
4 プロバスクラブとの相互理解を図る。
5 ロータリー研修デーにおいて、奉仕の理念が広くいきわたる効果的なセミナーを実施する。

＜青少年奉仕関連＞
1 インターアクトクラブの活動を支援し、活性化のための方策を提案、実施する。スタディツアー再開に向けての条件整備を支援する。また新たなインターアクトクラブの設立を支援する。
2 ローターアクトクラブの活動、特に誘致に成功した、神戸での2021-22年度全国大会の成功に向け積極的に支援し、活性化、拡大を目指す。
3 RYLAプログラムへの会員の理解を深める。
4 ロータリーファミリーの集いを企画し、実施する。
5 ロータリー研修デーにおいて、効果的なセミナーを実施する。
6 青少年奉仕月間（5月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

国際奉仕委員会
＜国際奉仕小委員会・青少年交換小委員会＞
1 地区、クラブがロータリー財団のグローバル補助金を活用し、多様な国際奉仕活動が実施できるよう支援する。
2 国際奉仕に関連する月間におけるクラブの関連プログラムに協力する。
3 ロータリー研修デーにおいて、奉仕の理念が広くいきわたる効果的なセミナーを実施する。
4 青少年交換を効果的なものにすべく支援する。
5 青少年奉仕月間（５月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

<学友小委員会＞
1 学友会相互の交流を促進し、ロータリーファミリーとしての一体感を形成する。
2 学友の地区、クラブの行事への積極的参加を推進し、ロータリーに対する理解を深める。
3 グループフェスタにはガバナー補佐と連携し、学友の積極的参加を促す。
4 それぞれの学友会の会計監査・指導をする。

ロータリー財団委員会
1 補助金管理セミナーを実施し、プロジェクトが適切かつ適正に実施されるよう管理、指導する。また今後、全クラブが財団プログラムを活用できるよう支援する。
2 ポリオ根絶のための活動を、10月24日（土）のポリオデーを意識して、積極的に支援する。
3 地区・クラブ・会員への、ロータリーカードの普及を推進する。
4 効果的なセミナーを実施し、ロータリー財団への理解を深め、財団への支援を推進する。
5 ロータリー財団月間（11月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。
6 ロータリー財団奨学金ならびに平和フェローシップ・プログラムを推進する。
7 年次基金寄付ゼロクラブのゼロを継続する。

米山記念奨学委員会
1 米山記念奨学会の目的や活動内容についての会員の理解を深める。
2 米山記念奨学生と会員との交流を通じ、ロータリーへの理解を深め、国際親善の積極的な推進を図る。
3 米山月間（10月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。
4 効果的なセミナーを実施する。
5 米山記念奨学会への寄付を推進する。
6 PHD協会の活動を支援する。

地区財務委員会
1 地区予算案の作成並びに地区資金の管理を行い、地区の財務に関する年次報告書を作成する。
2 収支が正確に保持されているか常時確認する。

奉仕プロジェクト特別会計委員会
1 奉仕プロジェクト特別会計への資金支援申請書を審査し、プロジェクト実施後の報告を確認する。

監査委員会
1 地区活動並びに会計が適切になされたかを監査する。

■数値目標■
1 会員増強			各クラブ純増１名
2 My ROTARY登録率		70％
3 ロータリー財団年次基金	1名あたり　160ドル
4 ロータリー財団恒久基金	ベネファクターまたは遺贈友の会会員の10名増
5 ポリオ基金			1名あたり　30ドル
6 米山記念奨学金		1名あたり　17,000円
